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広報No. 174 昭和田年 2月 1日

村のようす

(56年 1月 1日現在〉

世人帯女男数口 1，497戸 (+ 1) 

7 ， 467迫48239人入入 (+ 2) 3，683A (ー 4)

3，7S9A (+ 6) 
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お
し
つ
ぶ
さ
れ
た
、
中
転
作
野
菜
組
合

の
ビ
=
!
ル
ハ
ウ
ス

企
折
損
し
た
松
林

昨
年
十
二
月
二
十
三
日
夜
半
か
ら
降
り
は

じ
め
た
雪
は
、
二
十
四
日
一
日
中
降
り
続
き

そ
の
積
雪
量
は
、
泉
地
区
で
五
十
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
須
釜
地
区
で
七
十
セ

γ
チ
メ
I

ト
ル
を
記
録
し
、
年
内
の
雪
と
し
て
は
歴
史

に
も
な
い
大
豪
雪
と
な
り
、
山
林
、
園
芸
施

設
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た。
特
に
山
林
被
害
に
つ
い
て
は
、

十
年
生
か

ら
二
十
年
生
の
杉
、
松
の
折
損
が
著
る
じ
く

そ
の
被
害
総
額
は
一
億
八
千
四
百
万
円
に
の

ぼ
る
大
き
な
被
害
額
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
施
設
の
被
害
は
、
鶏
舎
、
た

ば
こ
、
養
蚕
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
に
~
ら
、
ほ

う
れ
ん
草
々
が
一
主
義
怒
川
知
園
芸
用
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
の
被
害
が
多
ヰ
ベ
転
作
促
進
特
別
対

策
事
業
で
設
置
し
た
、
中
転
作
野
菜
組
合
の

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
が
著
し
い
被
害
を
受
け
ー
そ

の
被
害
額
は
約
一
千
二
百
万
円
と
な
り
、
農

業
施
設
の
被
害
総
額
は
一
千
七
百
万
円
に
も

達
L
ま
し
だ
。

村
は
去
芳
一一4
月
十
四
日
、
議
会
全
員
協
議

会
主
瀕
芝
乏
の
対
策
に
取
労
組
ん
で
居
り
ま



2 

あ
な
わな
で
す

f

火
事
を
出
す
の
も
防
一
む
の
J6

る発
時生こ
ー季:1...の
にや運
あ す 動、
Tこし、は

り気
、候火

火と災
災なが

事災予
故の防
や発思
貴生想
重を Pの
な防→
財止層
産じ，め
のて:普
損 :ブJ及
失悲¥を
を n惨ゴ図
防行なり

，ぐ 焼
記死 "火
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め
に
〉
二
月
一
一
十
八
日
か
ら
三
月
十
三

官
ま
で
(
た
だ
し
、
前
半
の
七
日
間
は

;車
両
火
災
及
び
林
野
火
災
の
防
止
に
重

点
を
お
い
て
行
う
。
」〉
実
施
さ
れ
ま

T

す
o

h

運
動
の
重
点
目
標
は
次
の
と
お
り
で

す
?

、

込
重

~
点

目

標

バ
円
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し
た

焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

同
防
火
管
理
体
制
の
確
立

白
r

ガ
ス
漏
れ
火
災
発
生
防
止
対
策
の

ア
推
進

伺
異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災

発
生
防
止
対
策
の
推
進

‘な
お
、
全
国
山
火
事
予
防
運
動
実
施

要
綱
は
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
、
目
的
、
こ
の
運
動
は
、
広
く
国
民

に
山
火
事
予
防
思
想
の
普
及

を
図
る
と
と
も
に
、
予
防
対

策
を
強
化
し
、

森
林
の
保
全

に
つ
と
め
る
。

一
一
、
統
一
標
語

「
燃
や
す
ま
い
山
は
緑
に
筋
え
る

も
の
」

式〉

三
、
実
施
期
間

一
一
月
二
十
八
日
J
一一一
月
六
日

初

四

、

重

点

目

標

ァ
、
た
き
火
を
し
た
と
き
は
後
始
末

を
完
全
に
す
る
こ
と
。

イ
、
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消

す
こ
と
。

ゥ
、
車
か
ら
は
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら

は
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

ェ
、
強
風
叉
は
乾
燥
時
矛
び
枯
れ
草

等
の
あ
る
危
険
な
場
所
で
は
、

た
き
火
等
を
し
な
い
こ
と
。

ォ
、
火
入
の
許
可
を
必
ら
ず
受
け
る

こ
と
。

出の団防〈消

百

十

七

一
・・.園開・... 

本
村
の
成
人
式
は
一
月
十
五
日
(
成

人
の
自
)
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
玉
川

村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
成
人
該
当

者
百
二
十
七
名
中
、
百
八
名
と
来
賓
多

数
が
出
席
し
て
お
こ
な
わ
r打

ま
し
た
。

式
は
関
根
忠
幸
教
育
長
の
関
式
の
言

葉
で
始
め
ら
れ
出
席
者
出
員
で
君
が
代

を
斉
唱
し
た
あ
と
、
小
針
村
長
が
式
辞

を
の
ベ
該
当
者
一
人
一
人
に
成
人
-
証
書

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
佐
久
間
倉
太
村
議
会
議

長
、
大
野
雅
人
県
議
、
草
野
勇
蔵
選
管

委
員
長
訟
ど
の
来
賓
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

〈代表して謝辞を述べ .~矢部玄幸君〉

名

フじ

目良

が

成
人
者
を
は
げ
ま
す
祝
辞
が
の
べ
ら

れ
、
こ
れ
に
応
え
、
川
辺
の
矢
部
玄
幸

君
が
成
人
者
を
代
表
し
て
「
立
派
な
社

会
人
と
な
る
よ
う
自
己
研
さ
ん
に
つ
と

め
ま
す
」
と
力
強
く
謝
辞
を
の
ベ
、
塩

沢
直
利
助
役
の
閉
式
の
こ
と
ば
で
式
は

終
了
し
ま
し
た
。

式
の
あ
と
、
大
和
証
券
郡
山
支
庖
長

上
南
哲
也
先
生
の
「
く
ら
し
と
経
済
」

と
題
す
る
記
念
講
演
が
あ
り
、
出
席
者

全
員
の
記
念
撮
影
を
し
て
散
会
い
た
し

ま
し
た
。



たま広報昭和56年 2月1日3 No. 1:74 

iiiii待存四
月
か
ら
新
ら
た
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
は
、
小

さ
な
胸
を
宍
き
ぐ
ふ
く
ら
ま
せ
、
四
月
が
待
ち
遠
し
く
感
じ
ら

れ
て
お
る
こ
と
.で
し
ょ
う
。

保
護
者
の
弘
酒
さ
ん
も
期
待
感
い
川
ぱ
い
の
ゆ
で
入
学
準
備
を

進
め
て
お
ち
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
、後
も
健
康
に
気
を

配
り
、
全
員
明
る
く
健
康
で
入
学
式
に
臨
ん
ゼ
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

該
当
児
は
昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
年
四
庄

一
日
ま
で
に
'生
ま
れ
た
者
で
、
男
右
十
五
名
、
一
女
五
十
四
名
の

、合
せ
て
百
こ
す
九
名
で
す
。

小
学
校
入
学
予
定
者
名

川

辺

熊

田

浩

二

田

子

な

お

美

鈴

木

憲

須

藤

ニ

小

鈴

子

小

針

美

小

原

一

石

川

彦

三

瓶

之

川
辺
小
学
校

ι

(

二
十
一
一
名
〉

川部
w 落

辺名
IJ 11 

" 11 IJ 

信安 淳 直恵孝

児

童

名

J

保
護
者
名

田

子

功

重

義

関

根

和

之

照

雄

井

手

浩

智

達

郎

草

川

野

真

理

子

光

雄

'" 
11 11 

" 

J
J
 

義

一

善
治
郎

栄

ニ

祐

一
金

之
一
一
一

武

夫
金

六栄 〈入学前健康診断を受{ナ=5よい子たち〉

小蒜

高 生

)11 

辺

三

瓶

一利

雄

熊

田

麻

樹

野

崎

百

合

子

野

崎

智

之

吉

村

蒸

d

鈴

木

奈

緒

・

美

四

回

子

一
・章

子

品

坂

本

貴

幸

時

矢

部

憲

宗

b

玉
川
第
一J

一
小
学
校

(
六
十
一
ー名〉

忠

夫

義

明
節

夫

倉

平
手

美
升一一一郎

内

幸

璃

一
ホ

治

11 " 11 11 " 11 " 11 

矢

吹

番

勝

一

添

田

幹

宗

良

関

根

修

昇

矢

吹

ゅ

う

ら
卓

哉

溝

井

季

大

幸

ニ

溝

首井

成

美

英

雄

西

川

淳

良

良

英

双

ρ
四

一

一

輝

彦

正

輝

溝

、井

希

代

江

貞

光

小

針

徹

武

溝

井

秀

敏

秀

一

小

針

孝

志

満

石

井

隆

士

源

三

郎

溝

井

博

幸

喜

進

添

・田

智

広

友

関

高
2

林

勝

校

浅

勝

鈴
ト
ホ
j
広

美

和

幸

首

藤

昌

幸

芳

雄

小

林

こ

づ

え

正

義

添

田

祐

美

子

亀

明

高

ー称

美

枝

邦

男

小

針

由

紀

秀

夫

吉

田

ひ

ろ

み

金

正

永

林

京

子

詔

入

小

針

政

史

郎

康

徳

岩

谷

圭

子

ー利

平

永

林

吉

紀

昭

小

針

里

美

正

美

鈴

木

正

幸

正

雄

11 " 11 " " 11 11 11 11 中" 11 11 11 11 " " 11 11 " " 
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岩
11 法中

寺

竜

崎

ヨ主ユ

屯

崎
11 

" J/ 
11 " " " " 11 " " 11 " 11 " 11 " " " " 1I " 11 11 " 11 IJ l! 

塩

沢

裕

勝

吉

村

弘

美

小

原

幸

春

金

子

美

由

紀

阿

部

浩

大

野

美

加

小

原

広

士

大

越

美

幸

草

野

;
正
一
彦

宗
門形
‘
さ
と
み

佐

久

間

正

広

大

木

瑞

人

飯

島

美

代

-子

斉

藤

恵

美

塩

沢

賢

一

佐

久

間

美

幸

矢

吹

清

幸

野

口

雅

美

須

田

優

子

草

野

貞

道

草

野

善

広

榊

技

マ

リ

子

塩

沢

和

徳

須

釜

栄

寿

大

和

田

寛

幸

有

賀

雅

彦

有

賀

裕

子

須

釜

勝

幸

佐

藤

雅

広

須

釜

政

利

石

森

正

丈

石

森

正

敏

石

森

隆

H

石

森

公

子

山

新

田

真

野

自

謹

也

国
辻
分
校
ハ
四
名
)

辻

塩

田

誠

飯

田

正

彦

渡

辺

さ

な

え

須

田

佐

知

子

南
須
釜" IJ 11 " " l! " " 11 " 11 

北
"須 11

釜" 11 

" 11 " 11 吉 11.. " " 11 11 11 

山

屋

四

国

男栄
安

春
好

美
金
自
郎

長
三
郎

三

男

遁

幸
一

智

辰

一
正

徳

義

雄
三

郎

秀

夫

正

則宏
昭

一

定

嗣

福

広
道

夫

藤

樹栄
義

徳

富
美
夫

俊

寛

秀

夫
嘉

栄

貞

幸
敏

郎
半

治

正

人

敏

春
三

男

良
一
ニ

利

江
徳

康

秋

則

利

秋
三
枝
子
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昭和54年度決算状況

昭
和
五
十
四
年
度
の
一
般
会

計
、
国
保
特
別
会
計
-
広
域
簡

易
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が
九

月
売
ひ
十
二
月
の
定
例
議
会
で

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
の
総
額
は
十
三
億
三
千

八
百
万
円
で
、
昭
和
五
十
三
年

度
に
比
較
し
て
八
、
四
郊
の
伸

び
と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

圏
、
県
北
依
容
す
る
叫
財
源
は

依
然
と
し
て
、
六
七
、
一
務
と

高
い
数
字
を
示
し
ま
し
た
。

歳
出
の
総
額
は
、
十
二
位
協
九

千
二
百
万
円
で
、
前
年
に
比
較

し
て
、
八
、
二
郊
の
伸
び
を
示

し
て
居
り
ま
す
が
、
土
木
費
に

お
い
て
、
六
、
七
第
、
諸
支
出

金
、
公
債
費
、
教
育
費
、
消
防

費
、
農
林
水
産
業
費
、
衛
生
費

民
生
費
、
総
務
費
、
議
会
費
花

お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
僅
か
な
伸
び

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

前
年
度
に
比
較
し
て
、
歳
入
で

九
、
三
労
、
歳
出
で
九
、
八
一
括

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
ov4

一
世
帯
当
り
の
保
険
税
は
九

六
、
八
五
百
円
で
前
年
度
よ
り

一二、

O
八
八
円
増
え
、
医
療

費
で
三
一
四
、
二
三
四
円
と
な

り
二
ハ
、

O
六

O
円
も
増
え
ま

し
た
。
な
お
、
国
民
健
康
保
験

加
入
世
帯
は
て
一
三
九
一
戸
で

一
世
帯
四
・
一
人
と
な
り
ま
す
。

A . . 塾ι
宮玄 i:il 

歳入歳出差引残高

般
歳出額 1，292，132，464円 46，757，166円

前年度対比

本
年
度

前
年
度

関]三
ーフて

ζコ〆、
f、

~ cコ
tコ

ブu

アミ円
プて

主主

円

五
七
八
、
一
九
ニ
、
0

0

0

円

60 

45 

35 

20 

Fhu 
千
万
円
〉

30 

25 

15 
/ー、

E10 

40 

55 

50 

歳入額 1，338，889，6 32円

その他

25 35 

長長選議2E

236.452.191円e

349，422，751月

30 

国県支出金

〈単位千万円〉

前年対比

20 

地方受付税

15 10 

税村

5 

諸支出金

公債費
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歳入額 333，297，613円

歳出額 305，736，492円
歳入歳出差引残額

27，561，121円

保険給付費

281.967明

92.2 % 

国民健康保検特別会計決算額の推移

日園
ニ
一
一
一
、
八
七

一
回
、
七

O

一

去三、

同 副 - 、
呈三

一
一
品
、
五
一
七

一
官
、
九
五
一
一

一
九
、
八
六

一
一
、
O
九

O

八、
一

一
四

九
、
四
五
六

八
、
九
一
一
戸
、

一
O
、
一
一
一
七
七
{

広域簡易水道事業会計

40，744，265円

歳出額 35，956，608円

歳入歳出差引残額

4，a87，65-7円

※広域簡易水道事業会計は今年度は 4.787，6 5 7円の黒字決算となり累績赤字は 9.949.791円に減少となりました。
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E
E
E
E
E
E
中
高
年

二
家
の
柱

わ
が
国
は
、
い
ま
や
世
界
一
の
長
寿

国
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、

脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
成
人
病
で
亡
く
な
る
人
が
年
々
増

え
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
の
「
人
口
動
態
統

計
」
〈
厚
生
省
)
に
よ
り
ま
す
と
、
死

亡
者
の
約
六
五

M
l
i
つ
ま
り
百
人
の

う
ち
約
六
十
五
人
ま
で
が
成
人
病
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

成
人
病

i
!と
く
に
脳
卒
中
、
心
臓

病
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
循
環
器
系
の
成
人

病
は
、
中
年
を
過
ぎ
る
と
急
に
増
え
る

慢
性
病
の
一
つ
で
、
高
血
圧
や
動
脈
硬

化
が
主
な
原
因
で
す
が
、
家
庭
で
は
一

家
の
柱
、
職
場
で
は
働
き
盛
り
の
年
令

層
を
襲
う
と
こ
ろ
に
そ
の
怖
さ
が
あ
り

ま
す
。二

月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は
「
成
人

病
予
防
週
間
」
で
す
。

昭和田年2月 1日

脳
卒
中
や
心
臓
病
に
か
か
ら
な
い
た

め
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
高
血
圧
と

動
脈
硬
化
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ふ

だ
ん
次
の
よ
う
な
点
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

O
塩
分
を
と
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
注
意
し
、
偏
食

を
さ
け
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
配

り
ま
し
ょ
う
。

O
適
度
な
運
動
を
続
け
よ
う

散
歩
や
軽
い
体
操
な
ど
体
に
合
っ
た

適
度
な
運
動
は
、
生
理
的
に
よ
い
ば
か

り
で
な
く
、
精
神
的
な
緊
張
を
ほ
ぐ
す

た
め
に
も
効
果
的
で
す
。

O
肥
満
を
な
く
そ
う

肥
満
は
、
心
臓
に
負
担
を
か
け
、
高
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血
圧
の
も
と
に
な
り
ま
ず
か
ら
、
十
分

気
を
配
り
、
一
日
当
た
り
の
摂
取
カ
ロ

リ
ー
が
必
要
量
を
超
え
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

O
酒
は
ほ
と
ほ
と
に
し
よ
う

酒
は
適
量
を
守
る
習
慣
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。
一
週
間
に
一
日
か
三
日
の

H

休
成人病予防週間

肝
日
H

を
設
け
る
の
も
、
飲
み
過
ぎ
を

防
ぐ
意
味
で
よ
い
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
飲
む
と
き
は
タ
ン
パ
ク

質
、
脂
肪
、
ビ
タ
ミ
ン
類
お
ど
H

さ
か

な
H

の
補
給
を
お
忘
れ
な
く
。

O
日
常
生
活
で
の
注
意
-、

①
規
則
正
し
い
生
活
を

仕
事
と
休
養
の
バ
ラ
シ
ス
を
考
え

て
、
疲
れ
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
睡

眠
を
よ
く
と
り
、
規
則
正
し
い
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

②
精
神
の
安
定
を

血
圧
は
、
精
神
状
態
に
敏
感
に
反

応
し
ま
す
。
突
発
的
に
起
こ
る
感
情

的
動
揺
|
|
興
奮
や
怒
り
ー
ー
や
、

心
配
ご
と
で
悩
ん
だ
り
す
る
の
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
適
度
な
気
分
転
換

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

③
保
温
の
心
が
け
を

冬
の
夜
、
便
所
な
ど
で
脳
出
血
の

発
作
を
起
こ
サ
人
が
多
い
よ
う
に
、

暖
か
い
所
か
ら
急
に
寒
い
と
こ
ろ
に

体
を
さ
ら
す
の
は
、
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

④
湯
か
げ
ん
の
鵠
節
を

風
自
の
脱
衣
場
は
暖
め
る
一
方
、

湯
の
温
度
は
熱
す
ぎ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
浴
そ
う
内
で
は
水
圧

の
影
響
も
受
け
る
の
で
、
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
排
便
の
工
夫
を

便
秘
は
不
快
感
や
イ
ラ
イ
ラ
の
も

と
に
な
り
、
血
圧
に
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
適
度
な
運
動
と
、
野
菜
や
く
だ

も
の
な
ど
繊
維
の
多
い
も
の
を
食

べ
、
便
秘
た
な
ら
な
い
よ
う
に
。

ま
た
、
排
便
の
と
き
、
り
き
む
と

血
圧
が
上
が
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
腰
か
け
式
を
使
用
し
、
ゆ
っ
く
り

時
聞
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

療受も
をけも定
心 、 年 期
が病に的
け気ーに
まの、健
し早二康
よ期回診
う発は断
。見健を

、康少
早診な
期断く
治 を と

一
畿
鶴

一
L

…飢

療

一

寒

い

冬

、

量

内

一

二

一度
一
+
一
で
顔
が
ほ
て
っ
た

一

」

家

屋

了

、

の

ぼ

せ

た

り

一

f
i
l
-
-

し
た
ら
、
ま
ず
暖

一

房

の

き

き

過

ぎ

で

…
は
な
い
か
、

l
l室
温
を
チ
ェ
ッ
ク

一
し
て
み
ま
し
ょ
う
o

一
援
房
が
き
い
た
狭
い
部
屋
に
大
勢

-
の
人
が
集
万
、
，熱
気
が
こ
も
っ
も
く

一
る
と
、
上
気
し
て
頭
に
血
が
の
ぼ
り

一
!く
ら
く
ら
し
た
り
、
ぼ
お
っ
と
ふ
た

一
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
ま
た
、
の
ぼ
せ
は
、
お
風
呂
で
長

一
湯
し
過
ぎ
た
時

ιか
、
索
、
い
と
ζ

ろ

…
か
ら
援
か
い
部
屋
に
移
り
、
急
巴
援

…
ま
っ
た
時
な
ど
に
起
こ
る
こ
と
も
あ

一
り
ま
す
。

一
の
ぼ
せ
、
ほ
て
り
は
、
脳
貧
血
つ
ま

一
り
頭
部
の
血
が
足
り
な
く
な
っ
て
、

一
目
ま
い
が
し
、
く
ら
く
ら
す
る
の
と

一
は
反
対
の
現
像
で
、
脳
に
循
環
す
る

一
血
液
の
量
が
一
時
的
に
ふ
与
え
る
た
め

一
に
起
こ
る
も
の
で
す
。

一
思
春
期
や
更
年
期
の
婦
人
高
血
圧

一
傾
向
の
壮
年
、
初
老
の
男
女
に
よ
く

一
見
ら
れ
ま
す
。

圃
の
ぼ
せ
た
ら
、
部
展
の
空
気
を
入

一
れ
か
え
た
り
し
て
室
温
を
調
節
し
、

…
き
れ
い
な
空
気
を
吸
っ
て
酸
素
を
心

成に7前

室
温
を
ま
ず
チ
ェ
ッ
ク

臓
や
脳
に
送
り
こ
み
ま
す
。

長
湯
な
ど
で
の
ぼ
せ
た
場
合
は
、
そ

の
場
で
、
少
し
じ
い
っ
と
静
か
に
し
て

い
れ
ば
、
た
い
て
い
治
っ
て
し
ま
い
ま

す。
く
ら
く
ら
す
る
の
は
治
っ
て
も
、
ほ

ほ
の
赤
味
が
と
れ
な
い
場
合
は
、
両
て

の
ひ
ら
で
、
ほ
っ
ペ
た
を
ば
た
ば
た
叩

い
た
り
、
軽
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
り

し
て
、
う
っ
血
し
た
血
液
を
散
ら
す
よ

う
に
す
れ
ば
治
り
ま
す
。

の
ぼ
せ
る
こ
と
自
体
は
、
健
康
上
、

危
険
な
兆
候
で
も
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
グ
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
、
心
臓
病
が

あ
る
と
包
険
を
伴
い
ま
す
。

の
ぼ
せ
や
す
い
方
は
、
血
圧
測
定
な

ど
健
康
診
断
を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ

。
〉フ

〆/
......_r..../'-ハノー

へへ戸、へ(

~ 

ても



。
婚
与
税
の
申
告
は

二
月
一
日
か
ら
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鰭
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら

っ
た
と
き
に
、
も
ら
っ
た
人
に
か
か
る

税
金
で
す
。

財
産
を
あ
げ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
と

い
う
の
は
夫
婦
や
親
子
、
親
族
関
で
行

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
財
産
を
分
け
て

も
ら
っ
た
が
、
贈
与
税
の
申
告
は
つ
い

う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
が
.
よ
く
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
が
足

り
な
い
の
で
、
親
か
ら
援
助
し
て
も
ら

っ
た
場
合
に
「
出
世
払
い
」
の
よ
う
な

金
銭
貸
錆
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
金
銭

の
や
り
と
り
な
し
で
窺
の
土
地
を
子
供

名
義
に
し
た
ち
、
株
式
の
名
義
を
変
更

し
た
場
合
な
ど
は
贈
与
税
が
か
か
り
ま

す。

昭和56年 2月 1日7 

贈
与
税
は
、
昭
和
五
十
五
年
中
に
個

人
か
ら
も
み
っ
た
財
産
の
価
格
の
合
計

額
が
六
十
万
円
を
超
え
る
場
合
は
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
ニ
月
一

日
か
ら
一
一
一
月
十
六
日
ま
で
で
す
が
、
納

税
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と

に
延
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
財
産
評
価
な
ど
お
わ
か
り
に

な
ら
な
い
点
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

。
所
得
税
の
確
定
申
告
は

一
一
月
十
六
日
か
ら

昭
和
五
十
五
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
一
一
足
十
六
日
か
ら
受
付
が
始
り

ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
六
日
で
す

が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務

署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
確
定
申

告
は
で
き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
は
①
事
業
を
し
て
い
る
人

不
動
産
収
入
の

ag入
、
土
地
や
建
物

を
売
っ
た
人
な
ど
で
、
昭
初
五
十
五
年

中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
入
、

②
サ
号
リ

1
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が
一

千
万
円
を
超
え
る
人
、
給
与
以
外
の
所

得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
な
ど
で

す。
申
告
書
は
「
申
告
書
の
書
き
方
」
や

所
得
税
確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
参
考

に
し
て
、
申
告
書
の
ニ
面
か
ら
番
号
願

に
記
入
し
て
い
く
と
所
得
や
税
額
の
計

算
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

ソ
な
お
、
納
税
も
申
告
期
限
と
関
じ
三

月
十
六
日
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
口
座
振
替
や
延
納
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
御
利
用
下
さ
い
。

申
告
書
の
書
き
か
た
な
ど
で
わ
か
ら

な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

保
険
料
は
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
人

は
、
自
身
の
分
'
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の

分
も
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
扱
い
を

う
け
、
全
額
が
前
年
の
所
得
か
ら
差
し

引
か
れ
て
、
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん。こ
の
た
め
、
三
月
十
六
百
か
ら
一
ニ
月
十

六
日
ま
で
に
行
う
所
得
税
の
確
定
申
告

の
擦
に
は
、
昭
和
五
十
五
年
中
に
納
め

た
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
の
手
続
き

を
じ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昨
年
六
月
三
十
日
ま
で
実
施

さ
れ
た
特
例
納
付
の
保
険
料
に
つ
い
て

も
両
様
で
す
。

c二コ
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史学閣新新新別い究究T
仏沙沙伊川f
話三川:九
g
Aシ
ゾ
ハ
パ
辺
渓
役
引
ぷ
y

ぶ
ゥ

=ρ
者

三

三

以

内

川

M
K

似
た
た
五
一
反
核
削
泳
三
一
伝
子
医
…

ん
似
た

C
官
一
島
田
:
刀
に
つ
い
で
滋
ー
弓
~

三

輪

貞

夫

い

〈
後
年
氏
が
飽
手
転
勤
す
る
に
際
が
あ
り
、
郷
社
槍
葉
八
幡
神
社
々
頭
に
~

V

し
、
領
内
の
吏
僚
を
集
め
て
陣
屋
の
「
県
令
島
田
帯
刀
君
の
碑
」
等
の
在
る
山• 

ん
簿
、
開
く
に
、
か
つ
て
贈
ら
れ
た
は
、
後
年
震
が
氏
の
徳
風
を
そ
こ

‘，
 

川

糠

数

千

右

が

整

然

と

じ

て

保

管

さ

れ

建

で

た

も

の

で

あ

る

。

へ

い

で

あ

っ

た

。

記

録

に

よ

る

と

斯

く

の

ご

と

く

領

民

〈

V

氏
自
く
{
「
贈
ら
れ
た
糖
は
今
こ
の
か
ら
は
慈
父
の
如
く
慕
は
れ
た
名
代
官
山

〈
と
お
り
保
管
し
て
あ
る
、
将
来
凶
年
が
天
保
七
年
ハ
一
八
一
一
一
六
〉
填
我
が
泉

w

引
に
逢
っ
た
な
ら
ば
必
ず
こ
れ
を
以
て
の
惑
を
も
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ん

民
を
救
へ
」
と
。
一
向
感
激
一
授
を
流
有
名
な
寺
富
代
官
も
さ
る
こ
と
な
が
・

.
し
て
そ
の
深
謀
仁
慈
の
徳
に
服
し
た
ら
、
島
田
名
代
官
も
善
政
を
じ
か
れ
た
，

と
伝
へ
で
あ
る
o

v

p

こ
と
の
あ
る
我
が
郷
土
で
あ
る
o

M

r

今

回

檎

葉

各

村

に

島

田

慈

恵

の

碑

終

内

;e 
zhez
‘2
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・J
z
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2
z
.
r
も2
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E
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t
r
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S
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1
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2
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E
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「
か
べ
新
聞
」

募
集
実
施
要
領

美
し
い
自
然
と
環
境
は
私
た
ち
の
住

よ
い
環
境
を
守
る
た
め
の
「
か
ベ
新

聞
」
募
集
、

，環

境

庁

昭和56年 2月 lE

よ
い
環
境
を
守
り
、
ま
た
、
つ
く
り

だ
し
て
い
く
こ
と
は
私
た
ち
の
生
命
や

健
康
に
か
か
わ
る
大
切
な
問
題
で
す
。

六
月
五
日
は
「
世
界
環
境
デ
l
」、

わ
が
国
で
は
、
毎
年
六
月
五
日
か
ら
一

遇
間
を
「
環
境
週
間
「
と
き
め
、
よ
り

よ
い
環
境
を
求
め
て
、
全
国
的
に
い
ろ

い
ろ
な
行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
第
九
回
目
を
迎
え
ま
す
が
、

環
境
問
題
を
い
っ
そ
う
身
近
な
も
の
と

し
て
理
解
し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
に
、
ご

の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
小
、
中
学
生

の
皆
さ
ん
か
ら
「
か
べ
新
聞
」
を
募
集

し
ま
す
。

つ
ぎ
の
「
き
ま
り
」
を
よ
く
読
ん
で

ど
し
ど
し
作
品
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

八

き

ま

り

V

@
公
害
ハ
み
ん
な
が
迷
惑
す
る
こ
と
〉

を
ふ
せ
ぎ
、
山
や
川
、
湖
や
梅
を
大

切
に
守
る
た
め
に
ど
う
し
た
ち
よ
い

か
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
町
や
村

を
ど
う
し
た
ら
美
じ
く
守
る
こ
と
が

出
来
る
か
、
ま
た
、
悪
い
と
こ
ろ
は

ど
の
よ
う
に
ふ
し
た
ら
よ
く
な
る
か
な

ど
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

@
全
国
の
小
、
中
学
生
な
ら
だ
れ
で
も

応
募
で
き
ま
す
0

9
紙
の
大
き
さ
は
、

B
2
版
(
た
て

m

m
×
ょ
こ

m
m
〉
で
た
て
長
で
も
よ

No. 1 74 たまかわ

く
、
使
用
す
る
色
、
紙
質
は
自
由

で
、
共
同
で
作
つ
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん。

母
作
品
の
裏
面
に
氏
名
ハ
ふ
り
が
な
〉
、

年
令
、
学
校
名
、
学
年
、
ク
ラ
ス
名

と
郵
便
番
号
、
住
所
〈
都
道
府
県
名

も
入
れ
て
〉
を
は
っ
き
り
記
入
し
て

下
さ
い
。

ハ
共
同
で
作
っ
た
場
合
に
は
、
全
員

県
内
の

N
H
K
も
今
年
で
四
十
歳
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
に
福
島
、
郡
山
、
い
わ

き
局
ま
た
翠
十
七
年
に
は
若
松
放
送
局

と
全
国
的
に
も
珍
ら
し
い
県
西
局
体
制

が
誕
生
し
以
来
戦
前
戦
後
を
福
島
県
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
歩
ん
で
参
り
ま
し

た。

N
H
K
で
は
こ
れ
を
機
会
に
ふ
る

さ
と
福
島
県
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
考

て
み
た
い
え
と
思
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
に

は
福
島
県
出
身
ま
た
は
福
島
県
に
縁
の

深
い
次
の
方
々
に
出
演
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
こ
と
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
〉

電
話
が
あ
れ
ば
そ
の
番
号
も
書
い

て
く
だ
さ
い
。

@
締
切
り
昭
和
五
十
六
年
五
月
九
日

J
(

土
〉
ま
で
到
着
す
る
よ

う
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の

部
に
わ
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

環
境
長
官
賞
と
記
念
品
が

お
く
ら
れ
ま
す
。

特
賞
一
点
、
入
裳
数
点

昭
和
五
十
六
年
五
月
下
旬

に
特
賞
、
入
裳
に
つ
い
て

公
表
す
る
と
と
も
に
都
道

府
県
及
び
学
校
に
通
知
し

ま
す
。

@ 
賞

@ 
発

表

記
念
番
組

一諸

松

富
塚
一
一
一
夫

ハ
総
評
事
務
局
長
〉

田
部
井
淳
子

ハ
女
性
登
山
家
)

い
わ
き
田
口
安
男
〈
画
家
〉

会
津
若
松
早
乙
女
貢
ハ
作
家
〉

ほ
か
、
県
内
各
地
か
ら
数
多
く
の
福
島

県
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。放

送
、

福

島

郡

山まピ午テ
す、後 v
〉ラハピ

ジ時、
オ刻三
では月
お追ー
しつ'臼
らてハ
せ テ 日
しレ〉

2
月
公
民
館
行
事
予
定

7
自
社
受
ダ
ン
ス
教
室

臼
自
ス
キ
l
教
室

幻
自
社
変
ダ
シ
ス
教
室

幻
自
{
高
令
者
学
級

{
婦
人
学
級

三
者
の
つ
ど
い
参
加

於
須
釜
公
民
館Yop舎

公
民
館
主
催

，
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室
'

が
開
催
さ
れ
ま
す

場
所
玉
川
村
体
育
館

人
員
初
名
ハ
〆
切
2
月
お
日
〉

受
講
料
無
料

持
参
品
ラ
ケ
ッ
ト
・
シ
ュ
ー
ズ

期
日
及
時
間昭

和
田
年
3
月
ロ
日

-
u
a

.
日
自
・
ロ
日
午
後
7
時
1

9
時

講

師

永

井

祥

一

先

生

。
希
望
者
は
〆
切
自
ま
で
に
玉
川
村

公
民
館
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

住 2{ 
民 i
諜月〈

管 j
屯::&:: 主

要;
事く
業 1
予)
定}

3 
日

妊
婦
検
診

献
血

母
親
学
級

母
子
セ

γ
タ
!

4 
自

7 
日

就
改
々

γ
タ

1

妊
婦
検
診

川
辺
地
底
健
康
教
室

三
種
混
合
予
防
接
種

須
釜
公
民
館
午
後
一
時
三

O
分

I
二時一一一

O
分

一
一
一
種
混
合
予
防
接
種

就
改
セ
ン
タ
ー
、
午
後
一
時
三

O
分
J
一一時一ニ

O
分

乳
幼
児
健
康
診
断

母
子
セ

γ
タ
l

24 19 17 
日日日

25 
日

26 
日お

め

で

(
十
ニ
月
分
の
出
生
窟
書
か
ら
〉

た

)11地

辺区

出
生
児
氏
名

矢

部

和

弥

佐

藤

和

晴

自
黒
ち
あ
き

仁

井

田

撞

溝
井
真
由
美

藤
田
知
恵
子

小
針
太
栄
助

佐
久
間
勝
美

班
目
佐
知
恵

我
妻
由
香
利

草
野
由
美
子

a

有

賀

利

絵

鈴
木
真
喜
子

郡
山
、
い
わ
き

四
元
生
中
継
ハ
コ
一
月
一
日
〉
!

" 
北南 岩 小

H 吉 須 H 須法中" " 

釜袋 寺 高

お

や

ハ
十
二
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
〉

み

世
帯

主
名

小

林

倉

松

乃

春

雄

大
和
田
ハ
ヤ
子
貯
松
吉

円

谷

安

定

位

勝

良

近

内

寿

雄

η
道

夫

大

野

勝

抑

制

ヨ

シ

子

く

地

区

死
亡
者
氏
名
年
令

南竜
"震

釜崎

士
口

四

辻

新

田

保
護
者
名

忠

男

清

晴
広

行
倉

一真守

康

徳
義

雄
忠

義

利

率

正

美
徳

夫
喜

一




